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Scopus 2018年12月13日バージョンアップ情報

• 2018年12月13日にScopusのバージョンアップがあり、以下の変更および
機能強化が行われました。

1. オープンアクセス文献情報の拡充が行われました。

2. Scopusをご契約の機関向けに、PlumX API提供が開始されました。

3. 2017 CiteScoreの修正を行いました。（該当128タイトルについて）



1.オープンアクセス文献情報の拡充が行われました。

• オープンソースのWebサービスである、ImpactStory (http://impactstory.org/) 

のUnpaywall databaseより、オープンアクセス論文情報の統合作業が完了し、
オープンアクセス文献情報の拡充が行われました。
2018年12月時点で、850万件以上のオープンアクセス文献の情報がScopusに
収載されました。（詳細はScopusブログをご参照ください。）

Scopusブログポスト (blog.scopus.com)

http://impactstory.org/


2. Scopusをご契約の機関向けに、新たにPlumX APIの提供が開始されました。

• Scopusをご契約の機関は、論文評価指標としてScopusで確認できる、PlumX

のAPIが利用可能になりました。
• 従来のScopus APIと併せて利用することで、論文評価に関するScopusの情報
をより包括的に活用できます。

詳細はhttps://dev.elsevier.com/documentation/PlumXMetricsAPI.wadl をご確認ください。

3. 2017 CiteScoreの修正を行いました。

• 2018年5月より、Scopusでは2017 CiteScoreが表示されています。今回の修
正では、128 タイトルについて、論文数計算・被引用数計算の修正を行いました。

CiteScoreの修正・再計算プロセス詳細は、
https://www.elsevier.com/__data/assets/pdf_file/0007/652552/CiteScore-

metrics-The-Basics.pdf

をご確認ください。

https://dev.elsevier.com/documentation/PlumXMetricsAPI.wadl
https://www.elsevier.com/__data/assets/pdf_file/0007/652552/CiteScore-metrics-The-Basics.pdf

